
4 オリエンテーション オリエンテーション ・今年度１年間の授業について確認します。

体つくり運動 体力を高める運動 ・関心・意欲・態度

新体力テスト ・実技テスト

・ワークシート

5 陸上競技 【男子】 ・関心・意欲・態度

・１００ｍ ・実技テスト

・１５００ｍ ・ワークシート

・１００ｍ

・１０００ｍ

選択Ⅰ 【選択種目】 ・関心・意欲・態度

6 ・マット運動 ・実技テスト

・サッカー ・ワークシート

・バレーボール

7

体育理論 「生涯スポーツの見方・考え方」 ・関心・意欲・態度

8 「ライフスタイルに応じたスポーツ」 ・ワークシート

「スポーツを推進する取り組み」

「豊かなスポーツライフの創造」以上について学習します。

9 陸上競技 持久走 ・関心・意欲・態度

・実技テスト

・ワークシート

　　　　令和５年度シラバス（保健体育）　　　　　　　　学番（４６）　新潟県立吉田高等学校

教科（科目）

使用教科書

副教材等

現代高等保健体育 改訂版（大修館書店）

　体育の見方・考え方を働かせ、課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けた学習過程を通して、心と

体を一体として捉え、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継続するとともに、自己の状況に応じて体

力の向上を図るための資質・能力を育成することを目指す。

１　学習目標

２　指導の重点

現代高等保健体育ノート 改訂版（大修館書店）

保健体育（体育） 単位数 ２単位 学年（コース）
　３学年（全）

必修・選択

　これまで学習した知識・技能をさらに高めていくとともに、主体性を持って行動し、仲間と協力して活

動を進める姿勢を育み、生涯にわたってスポーツに親しむことができる態度を養う。

（１）陸上競技や新体力テストなど、これまで測定した記録と自身の記録を比較することによって、これ

までの自分のライフスタイルや今後の体力の保持増進の方法や計画を考える機会とする。

（２）３年生で実施する選択制球技では、さらなる技能の向上を目指すとともに、これまで獲得した知識

や経験を生かし、練習計画の立案やその実施および状況に見合った試合の運営等を行う。

（３）一人一人が集団内での自分の役割を理解し、主体性を持って活動することにより、生涯にわたって

スポーツに親しむ態度を育てる。

3　学習計画

月 単元名 学習活動（指導内容） 時間 評価方法教材

1

5

・やり投げ、砲丸投

げ

・やり投げ、砲丸投

げ

8

10

教科書、ノート

・持久走の特性と施設・用具の取り扱いやルールを習得し、走

るペース、トレーニング方法について学習し、校舎外周走、マ

ラソン大会で記録計測を行います。

・体力を高める運動を知り、実践します。

・新体力テストの方法や意義について学習し実践します。

・１００ｍ走ではスタート方法、中間走のスピード維持につい

て学習します。

・１５００ｍ、１０００ｍ走では走るペース、トレーニング方

法について学習します。

・やり投げ、砲丸投げでは用具の扱い方、助走、投げ方につい

て学習します。

・マット運動では回転系や巧技系の基本技術を習得します。

・サッカーでは、各種パス、ドリブル、シュートの技術を習得

し、それらを連携した試合ができるように学習します。

・バレーボールでは、各種パス・スパイク・サーブの技術を習

得し、それらを連携した試合ができるように学習します。

8

4



10

選択Ⅱ 【選択種目】 ・関心・意欲・態度

・バスケットボール ・実技テスト

・バレーボール ・ワークシート

・卓球

11

12 選択Ⅲ 【選択種目】 ・関心・意欲・態度

・バスケットボール ・実技テスト

・バドミントン ・ワークシート

・卓球

1

５　評価規準と評価方法

評価は次の観点から行います。

（関心・意欲・態度） （思考・判断・表現）（技能） （知識・理解）

4　課題・提出物等

6　担当者からの一言

・積極的に自ら考え、行動し授業に参加すること。

・実技が伴うので、毎授業に合わせて、自己の体調管理をしっかりすること。

・遅刻、欠席、忘れ物などに注意すること。

10

10

＊運動に関する関心・意欲・態度 ＊課題解決のための思考・判断・表現

＊各単元の技能習得（実技テスト）

＊各単元（運動）の特性またはルール等の知識・

理解（筆記テスト）

＊ワークシート

＊各単元ごとで、スキルテストや記録計測、試合や発表を行います。

＊各自の振り返りやルールなどの理解度を評価するために、筆記テストやレポート、ワークシート、振り

返りシートの提出をします。

計56時間（55分授業）

　運動の楽しさや喜びを深く味わうことができ

るよう、公正、協力、責任、参画などに対する

意欲をもち、健康・安全を確保して学習に主体

的に取り組もうとする。

　生涯にわたる豊かなスポーツライフの実現を

目指して、自己や仲間の課題に応じた運動を継

続するための取り組み方を工夫している。ま

た、自己や仲間の状況に応じて体力を高めるた

めの運動を継続するための計画を工夫してい

る。（思考・判断・表現）

　運動の合理的な実践を通して、運動の特性に

応じて勝敗を競ったり、攻防を展開したり、表

現したりするための各領域の運動の特性に応じ

た段階的な技能を身に付けている。（技能）

　選択した運動の技術（技）の名称や行い方、体

力の高め方、課題解決の方法、練習や発表の仕

方、スポーツを行う際の健康・安全の確保の仕方

についての具体的な方法、スポーツの歴史、文化

的特性や現代のスポーツの特徴、運動やスポーツ

の効果的な学習の仕方及び豊かなスポーツライフ

の設計の仕方を理解している。

・バスケットボールでは、各種パス、ドリブル、シュートの技

術を習得し、それらを連携した試合ができるように学習しま

す。

・バドミントンでは、各種ストロークやサーブの技術を習得

し、それらを連携したシングルスやダブルスの試合ができるよ

うに学習します。

・卓球では、各種ストロークやサーブの技術を習得し、それら

を連携したシングルスやダブルスの試合ができるように学習し

ます。

10

・持久走の特性と施設・用具の取り扱いやルールを習得し、走

るペース、トレーニング方法について学習し、校舎外周走、マ

ラソン大会で記録計測を行います。

・バスケットボールでは、各種パス、ドリブル、シュートの技

術を習得し、それらを連携した試合ができるように学習しま

す。

・バレーボールでは、各種パス・スパイク・サーブの技術を習

得し、それらを連携した試合ができるように学習します。

・卓球では、各種ストロークやサーブの技術を習得し、それら

を連携したシングルスやダブルスの試合ができるように学習し

ます。


